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１．目的・概要
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漏えい水の範囲

2021年の
調査で波紋
が確認され
た範囲カメラ向き

①【2021年4月6日(注水中)】

２０２１年４月～５月の３号機原子炉注水停止試験に合わせて実施したＭＳＩＶ室内
の調査において，主蒸気配管Ａ伸縮継手部下側の水面に漏えいによるものと考えられ
る揺れ・波を確認した。漏えい箇所の特定に至らなかったことから，特定のため調査
を行う。

2014年の
調査で確認
された漏え
い箇所



２．作業概要
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調査方法として，ＭＳＩＶ室上部の空調機械室から，前回調査時に波紋が確認さ
れた主蒸気配管Ａ伸縮継手近傍にカメラを吊り下ろし，主蒸気配管Ａ伸縮継手部
下側の調査を行う。
調査の事前作業として，ＭＳＩＶ室天井部にカメラを吊り下すための穿孔作業を
行う。

MSIV室からPCV側を見た図
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給水配管

主蒸気配管

カメラ グレーチングの吊上げ※

PCV水位計L3
TP10064

PCV水位計L2
TP9264

主蒸気配管下端
TP9700

水面の波紋が確認された所

※グレーチングが固定されて吊り
上げできない場合，グレーチン
グについても穿孔を行う。

カメラ

MSＩＶ室天井部追加穿孔箇所
（3箇所：約Φ120㎜（最大），深さ約1.5ｍ）



３．調査スケジュール（予定）
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2022年
3月

2022年
４月

第2週 第3週 第4週 第5週 第１週

３号
MSIV室内
調査

資材搬入・準備

穿孔作業（MSIV室天井部）

MSIV室調査

MSIV室調査準備
(グレーチング吊上げ，装置設置他)

※工程については,各作業の進捗により変更の可能性あり



【参考】穿孔箇所（概略）及び線量率
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前回調査箇所
（ＭＳプロセスモニタ）

今回穿孔箇所

ダスト飛散防止用
ハウス

３号機 原子炉建屋

３号機 タービン建屋 空調機械室

0.20mSv/h

0.60mSv/h

0.80mSv/h

0.60mSv/h

0.02mSv/h

調査・監視エリア※

※被ばく線量低減の観点から，
監視エリアは空調機械室入口
付近に設営予定
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